
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

倉
敷
民
商
事
件
・控
訴
趣
意
書 

内
容
（続
き
） 

 

第
１ 

原
判
決
の
法
人
税
法
違
反
幇
助
に
関
す
る
部
分
の
問
題
点 

(

第
2
章)

 

５ 

禰
屋
さ
ん
の
、
法
人
税
法
違
反
幇
助
に
関
す
る
事
実
誤
認
等 

（ⅲ

の
問
題
） 

 
 
 

原
判
決
は
、
禰
屋
さ
ん
が
振
替
伝
票
を
作
成
し
た
こ
と
等
会

計
処
理
に
関
与
し
た
こ
と
を
重
視
し
て
幇
助
行
為
及
び
幇
助

の
意
思
を
認
定
し
、
他
方
、
Ｉ
建
設
会
計
担
当
Ｈ
の
供
述
が 

「
Ｙ
と
の
共
謀
状
況
、
被
告
人
へ
の
依
頼
状
況
、
ほ
脱
の
手
段

と
な
っ
た
売
上
除
外
の
経
緯
等
具
体
性
を
欠
く
部
分
が
多

い
こ
と
」
は
問
題
と
し
な
か
っ
た
。 

し
か
し
、 

① 

本
件
で
は
、
会
計
処
理
行
為
の
外
に
、
領
収
書
な
ど
原
資

料
を
偽
装
す
る
な
ど
の
所
得
秘
匿
の
た
め
の
行
為
（
不
正
の

発
覚
を
免
れ
る
た
め
の
行
為
）
は
な
い
。 

② 

禰
屋
さ
ん
は
、
年
数
回
、
決
算
期
に
Ｉ
建
設
事
務
所
を
訪

れ
る
程
度
で
関
係
は
浅
く
事
業
の
実
態
を
把
握
で
き
る
は

ず
も
な
い
か
ら
、
帳
簿
類
の
真
偽
は
関
知
し
て
い
な
い
。 

 

振
替
伝
票
の
作
成
な
ど
の
会
計
処
理
は
仕
訳
の
内
容
を
残

す
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
禰
屋
さ
ん
に
幇
助
の
意
図
が
な
か

っ
た
こ
と
を
示
す
消
極
方
向
の
事
情
で
あ
る
。 

③ 

禰
屋
さ
ん
は
、
ほ
脱
の
利
得
を
受
け
て
お
ら
ず
、
何
の
動

機
も
な
い
。 

 

第
２ 

税
理
士
法
違
反
に
つ
い
て(

第
３
章) 

 

１ 

禰
屋
さ
ん
の
行
為
は
税
理
士
法
違
反
に
あ
た
ら
な
い 

 
 

① 

禰
屋
さ
ん
の
行
っ
た
こ
と
は
、
減
価
償
却
費
等
の
会
計
帳

簿
の
作
成
に
す
ぎ
ず
ま
た
本
件
各
確
定
申
告
書
の
作
成
過

程
に
お
け
る
被
告
人
の
行
為
に
は
被
告
人
の
判
断
は
含
ま

れ
て
い
な
い 

  
 

② 

業
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
も
、
他
人
の
求
め
に
応
じ
て
行

っ
た
も
の
で
も
な
い 

  

２ 

実
体
的
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
の
理
論
か
ら
税
理
士
法
の
規
定

は
制
限
的
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る 

 
 
 

刑
法
学
の
通
説
と
さ
れ
る
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
理
論

に
基
づ
き
「
無
害
な
行
為
を
処
罰
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
。

本
件
で
は
禰
屋
さ
ん
の
行
為
に
は
税
理
士
法
59
条
1
項
及
び

52
条
が
保
護
し
よ
う
と
す
る
法
益
の
侵
害
、
あ
る
い
は
、
法
益

を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
実
質
的
に
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
税
理
士
法
違
反
が
成
立
す
る
余
地
は
な
い 

 

３ 

結
社
の
自
由
の
観
点
か
ら
税
理
士
法
の
規
定
は
制
限
的
に

解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る 

 
 
 

「
税
務
書
類
の
作
成
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
何
ら
そ
の
立
法

目
的
か
ら
の
限
定
解
釈
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
民
商
事
務
局
員
で

あ
る
禰
屋
さ
ん
の
結
社
の
自
由
を
広
く
侵
害
す
る
も
の
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
法
令
違
憲
を
回
避
す
る
た
め
に
は
税
理
士
法
第

52
条
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
る
べ
き
「
税
務
書
類
の
作
成
」
は
極

め
て
限
定
的
に
解
釈
す
べ
き
。 

 

４ 

職
業
選
択
の
自
由
か
ら
の
税
理
士
法
の
規
定
は
制
限
的
に

解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る 

 
 
 

禰
屋
さ
ん
は
「
中
小
業
者
の
営
業
と
生
活
、
諸
権
利
を
守
り
、

社
会
的
・
経
済
的
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
」
の
目
的
と
「
国

民
全
体
の
幸
福
」
の
理
念
に
共
鳴
し
て
民
商
運
動
に
身
を
投
じ

た
禰
屋
さ
ん
が
、
倉
敷
民
商
の
事
務
局
員
と
し
て
専
念
し
て
き

た
業
務
が
、
憲
法
の
保
障
す
る
基
本
的
人
権
の
行
使
と
し
て
最

大
限
に
尊
重
さ
れ
る
べ
き
。 

 

第
３ 

公
訴
権
濫
用
（
第
４
章
） 

 
 

 

法
人
税
法
違
反
に
つ
い
て
は
た
ま
り
も
な
く
本
来
起
訴
す

る
に
値
し
な
い
も
の
を
倉
敷
民
商
の
弾
圧
を
目
的
と
し
て
起

訴
し
た
も
の
で
あ
る
。
税
理
士
違
反
に
つ
い
て
も
法
人
税
法
違

反
を
き
っ
か
け
に
税
理
士
法
違
反
の
立
件
に
利
用
し
た
も
の

で
あ
り
、
検
察
官
の
本
件
公
訴
の
提
起
は
、
公
訴
権
の
濫
用
で

あ
る
か
ら
、
刑
事
訴
訟
法
第
338
条
4
号
の
「
公
訴
の
起
訴
が

そ
の
規
定
に
違
反
し
た
た
め
無
効
で
あ
る
と
き
」
に
該
当
す
る
。 

 

禰
屋
さ
ん
か
ら 

支
援
の
お
礼
の
ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
し
た
。  

伝
言
板 

無
料
法
律
相
談
（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
） 

8
月
17
日
（
木
）
昼
1
時 

民
商
会
館 

北
大
阪
総
合
法
律
事
務
所
の
弁
護
士
が
対
応
し
ま
す
。 

 

消
費
税
増
税
中
止
・
署
名
宣
伝
行
動 

8
月
24
日
（
木
）
夜
5
時 

旭
町
商
店
街
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点 

 

映
画
会 

「
校
庭
に
東
風
吹
い
て
」 

8
月
25
日
（
金
） 

千
里
市
民
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル 

上
映
時
間 

①
10
時
30
分 

②
14
時
00
分 

③
19
時
00
分 

一
般
１
２
０
０
円 

学
生
（
高
校
・
大
学
）
１
０
０
０
円 

シ
ニ
ア
（
65
歳
～
）
障
碍
者
１
０
０
０
円 

小
・
中
学
生
８
０
０
円 

問
合
先 

吹
田
上
映
実
行
委
員
会 

06
‐
６
７
１
９
‐
５
２
５
５ 

 

経
営
・
異
業
種
交
流
会 

9
月
8
日
（
金
）
夜
7
時 

民
商
会
館 

仲
間
の
実
践
か
ら
学
び
た
い
人
は
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
店
の
チ
ラ
シ
や
名
刺
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 


